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1 ．は じめ に

　RC 施 工 の 省 力 化 に 、打込 み 型 枠 工 法 の 実 用 化 が 進 め られ て しモる 。こ こ で 、打 込 み 型 枠 とは、型 枠 材 を躯 体 の
一部

と して 断 面 設 計 に 考慮され る こ と を意 図 し て 用 い られ て い る 用 語 で ある。従 っ て 、打 込 み 型 枠 に 要 求 され る性 能 は 、

型 枠材 を構 造 用 寸 法 に 含 め た と き に 、在 来 の RC 部 材 と 同 等 以 上 の 耐 力 を 有 す る こ と 、耐 久 性 ・耐 火 性 の 面 か ら設 計

荷 重 レ ．ベ ル ま で 型 枠 材 と コ ン ク リ
ー

トが 剥 離 せ ず 、十 分 な
一

体 性 を 保 つ こ とで あ る 。 そ こ で 、本 研 究 で は 、高 強 度 の

GRC を打 込 み 型 枠 と して 用 い た RO は りの 曲げ載荷試 験 を 行 い 、上 記 の 構 造 的 観 点 に つ い て 実 験 的 検 討 を 行 っ た 。
2 ．実 験 方 法

　GRC の 使 用 材 料 及 び調 合 を表 一1に 示 す 。繊 維 は 外 割 質 量 で 3％を 混 入 し、GRC の 混 練 に は 、容 量 301の オ ム ニ ミ

キ サ
ーを使 用 し た 。な お、GRC の フ ロ ー値 及 び 空 気量 は、153mm及 び6．5％で あ る。後 打 ち コ ン ク リ

ー
トに は 、表

一2

に 示 す 仕 様 の レ デ ィ
ー

ミ ク ス ト コ ン ク リートを 使 用 し た．呼 び 強度 が 21の 普　　　 表一1GRO の 使 用材 料 及 び調 合

通 コ ン ク リ
ー

トで 、ス ラ ン プ 及 び 空 気 量 の 測 定 値 は、18、7cm 及 び 4、3％で あ る 。

ま た 、鉄 筋 に は、主 筋 に SD295A．　D22、あ ば ら 筋 に SD295A，DIOを 用 い た、

　 GRC 打 込 み 型 枠 の 形 状 寸 法 は 、外 形 が 幅250mm　x 高 さ400mmx 長 さ4800mm

の U 字 形 と し、コ ン ク リ
ー

ト と の 付 着 性 能 を高 め る た め に 、次 の 2 種 類 の 断

面 形 状 の も の を 1 体 ず つ 作 製 し た 。一
つ は、図一1に 示 す よ う に 、型 枠 内 面 に

エ ア ーキ ャ ッ プ に よ り、円 形 の 凹 凸 を 設 け た
一

体 成 形 U 字 形 断 面 で 、も う
一

つ は 、図
一2に 示 す よ う に 、型 枠 内 面 に 凹 凸 に 型 押 し し た 亜 鉛 ビキ 亀 甲 金 網 を

半 分 埋 め込 ん だ GRC 平 板 を ∪ 字 形 に 組 み 立 て た もの で あ る。以 上 の GRC

型 枠 は、GRG 打 設 後 、材 令 21 日 ま で 現 場 シ ー ト養 生 を 行 っ た 。

　 外 形 寸 法 が 幅 250mmx 高 さ 400mmx 長 さ 4，800mmで 、上 記 2 種 類 の GRC 型

枠 を 用 い た RC は り と 、比 較 の た め に 合 板 型 枠 に よ る RC は り を 1 体ず つ 作

製 し た。RC は り の 配 筋 は 、図
一3に 示 す よ うに s 庄 縮 鉄 筋 ： 2−D22、引 張 鉄

筋 ： 2−［）22、あば ら 筋 ： □ D10 ＠ 200mm と し た 。以 上 の RC は りは 、材 令 2旧

ま で 現 場 シ
ー

ト養 生 を行 い 、そ の 後 試 験 時 ま で 気 中養 生 と し た 。RC は りの

載 荷 形 式 は 4 点 曲 げ で 、ス パ ン 長 さ は4，000mm、中 央 の 載荷 点 間 隔 は 800mm と
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表
一3 剥 離 診断 器 の 仕 様

適用 条僻 ：

　タ イ ル
．
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図一2 金 網 埋 込 内 面 GRC 型 枠
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し、載荷点 で GRC 型 枠 と コ ン ク リ
ートの 両 面 に 均 等 に 荷 重 が 加 わ る よ うに し た 。 ま た 、戴 荷 方 法 は 、引 張 鉄 筋 降 伏

荷 重 の 約 213 、降 伏 荷 重 時 点、変 位 が ス パ ン 長 の 約 1／150、IAOO に 達 し た 時 点 で そ れ ぞれ 除 荷 ・再 載荷 を繰 り返 し、

最 終 的 に 変 位 が ス パ ン 長 の 約 1／50に 達 し た 時 点 で 除 荷 し て 、試 験 を打 ち 切 っ た 。そ の 際 に 、GRC 型 枠 と コ ン ク リ
ー

トの 付 着剥離性 状 を リ ア ル タ イ ム で 調 べ る た め に 、載 荷 前 と 上 述 の 除 荷 ご と に 、表一3に 示 す 仕 様 の タ イ ル 用 剥 離 診 断

器 に よ り非 破 壊 調 査 を 行 っ た、な お、非 破 壊調 査結果 の 妥 当性を調 べ る た め に 、曲 げ 載 荷 試 験 終 了 後 s 建研 式 表面 接

着 強 度 試 験 に よ り、GRC 型 枠 の 接 着 強 度 の 測 定 を行 っ た。

3 ，実 験 結 果 及 び 考 察

　 RC は りの 終局 的 破 壊 は 、す べ て の は り に つ い て 圧縮 側 コ ン ク

リ
ー

トの 圧 懐 に よ り生 じた。ひ び 割 れ 性状 の 特徴 と し て 、在 来 R

C は り に 比 べ て 、GRC 型 枠 に よ る RC は り の 方 が ひ び 割 れ の 分

散 性 が 小 さ か っ た。こ れ は 、鉄 筋 の 付 着 強 度 に 比 べ て 、高 強 度 の

GRC を 含 む か ぶ り コ ン ク リ
ー

ト全 体 の 引 張 強度が 相対 的 に 大 き

く な る た め と考 え られ る。図
一4に 、、RC は りの 荷 重一

ス パ ン 中 央

変位曲 線 を 示 す 。図 よ り、GRC 型 枠 に よ る RG は りは 、在 来 R

C は り と 同 等 以 上 の 耐 力 を 有 し、降 伏 及 び 終 局 荷 重 に つ い て は 在

来 RC は り と大 差 は な い が、ひ び 割 れ 荷 重 は 約 7〜8割程度増加 し

て お り、高 い 引 張 強 度 を もつ GRC の 補 強 効 果 が 見 ら れ る 。

　 図 一5に 、剥 離 診 断 器 に よ る GR

O 型 枠 の 付 着 剥 離 状 況 を 示 す。図

よ り、降 伏 荷 重 時 点 ま で 、新 た な

剥 離 の 拡 大 は ほ と ん ど 見 られ な い。
一

方 、終 局 時 … L 凹 凸 内 面 ・
．

RC 型 枠の 駘 ・赤 色 の ラ ン プ を i　 響 襞錨 妻塁。 。．。。
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示 す 完 全 剥 離 部 分 が 純 曲 げ区 間 全

体 に 広 が っ て い る の に 対 し、金 網

埋 込 内 面 GRC 型 枠 で は L 完 全 剥

離 部 分 は 引 張 縁 近 傍 の ひ び割 れ 周

辺 の 狭 い 範 囲 に 集 中 し て い る だ け

で 、剥 離 拡 大 に 対 す る 金 網 の 拘 束 、

効 果 が 顕著 に 見 られ る 。 図一6に 、

剥 離 診 断 器 に よ り 赤、黄 、青 色 の

ラ ン プ を 示 し た 領 域 の それ ぞ れ 3

箇 所 で 行 わ れ た 接着強度試 験結果

を示 す n 図 よ り、凹 凸 内 面 GRC

型 枠 で は 、各 ラ ン プ 色 に 対 す る 仕

0　　10　　2〔）　　30　　4〔，　　50　　60　　70　　呂0　　90

　 　 　 　 　 ス パ ン 中央 変位 （1ntit）
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1 図 一 5GRC 型 枠の 付 着 剥離

況
（

左 菫．生

ユ蛋 平瓱 様 の 接 着 強 度 の 範 囲 と 測 定
値の 間 に 良い 一致が

見られ る 。

方 、金 網 埋 込 内 面 GRC 型 枠 の 場 合 L 黄色 の 領 域 で は 、 す べ て の 測

値 が仕 様 の 範 囲 を 超 えて い る ． こ れ は 、 最 終 的 な 破 壊 が 金 網
部

分で

コ
ン

ク リ ー ト の コ ー ン 状の 剥 離 に よ る の で 、 剥 離 診 断 器 で 黄 色と し
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